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【研究の背景・目的】 
環境負荷の軽減を目的とした高度分子変換法の開

発は、モノづくりの根幹を支える有機合成化学にお
いて最重要課題の一つとなっている。Brønsted 塩基
は酸性プロトンを有する反応基質の活性化剤として
多用されてきたが、多くの場合、強塩基性を備えた
アルカリ金属やアルカリ土類金属などの金属塩が主
流となってきた。一方、有機塩基は反応剤として有
機変換反応に汎用されてはいるものの塩基性が充分
でないため対象となる分子変換が限られていた。近
年になって、超強塩基性を備えた有機分子が従来の
有機塩基では成し得なかった分子変換において特異
な反応活性を示すことが明らかにされ、脚光を浴び
るようになってきた。しかし、こうした強塩基性金
属塩あるいは超強塩基性有機分子による分子変換は、
いずれも当量を用いることが前提となっており、触
媒としての利用はこれまでほとんど関心が払われて
こなかった。本研究は、Brønsted 塩基、なかでもこ
れまで触媒としての利用がほとんどなされていなか
った超強塩基性有機分子に着目し、これらの触媒と
しての機能開拓を図るとともに、不斉認識や分子認
識など基質認識能を付与した基質認識型・超強塩基
性有機分子触媒の設計開発を目的とする。 
 

【研究の方法】 
ホスファゼンはそのコア構造であるイミノホスホ

ランにイミノ基を介した共役系を導入することで極
めて高い塩基性を示すことが知られている。このホ

スファゼンに基質認識能を付与することで、本研究
の目的である「基質認識型・超強塩基性有機分子触
媒」の設計開発を目指す。イミノホスホランに効果
的な基質認識能を付与しつつ超強塩基性を獲得する
ため、その両端にホスファゼン（図 1a,b）もしくは
グアニジンユニット（図 1c）を二つ導入した C2 対
称性を有する触媒分子群ならびに水素結合ドナーと
なる酸性官能基を導入した酸塩基二官能基型の触媒
分子群を開発する（図 1d）。開発した「基質認識型・
超強塩基性有機分子触媒」を用いて従来系では困難
であった触媒反応系の開拓を計画している。また、
量子化学計算によって、これらの選択性の発現機構
ならびに触媒反応系を解析することで触媒分子設計
および反応系構築の指導原理を確立する。 

 
【期待される成果と意義】 

高基質認識型・超強塩基性有機分子触媒の設計開
発により、度分子変換に要求される「先例の無い触
媒活性」「高い立体選択性」「回収再使用系の構築」
を実現することで分子変換ひいてはプロセス化学に
イノベーションをもたらす方法論の開発が期待され
る。 
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【研究期間と研究経費】 

平成 28 年度－32 年度 143,500 千円 
   

【ホームページ等】 
http://www.orgreact.sakura.ne.jp/index.html 
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